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コロナ禍からの復活を探る
エネルギー・電力産業と東北経済

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
、
多
く
の
国
で
都
市
封
鎖
、
外
出
禁
止
・

自
粛
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。
結
果
、
宿
泊
、
外
食
、
交
通
を
中

心
に
経
済
活
動
が
大
き
く
縮
小
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
電
力
消
費
も

減
少
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
原
油
需
要
の
落
ち
込
み
に
直
面

し
た
シ
ェ
ル
、
Ｂ
Ｐ
な
ど
の
大
手
石
油
会
社
は
、
軒
並
み
設
備
投

資
額
を
削
減
す
る
一
方
、
風
力
、
太
陽
光
発
電
な
ど
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
シ
フ
ト
を
一
段
と
鮮
明
に
し
始
め
ま
し
た
。

再
エ
ネ
に
シ
フ
ト
す
る
石
油
会
社
に
冷
や
水
を
浴
び
せ
る
よ
う

な
出
来
事
も
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。
欧
米

で
は
商
業
用
、
産
業
用
電
力
需
要
が
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
こ
と
か

ら
、
再
エ
ネ
導
入
比
率
が
高
い
英
国
、
ド
イ
ツ
、
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
な
ど
で
は
再
エ
ネ
発
電
設
備
か
ら
の
供
給
量
が
過
剰
に
な
り

出
力
制
御
量
、
再
エ
ネ
か
ら
の
電
気
を
捨
て
る
量
が
増
加
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
再
エ
ネ
設
備
の
増
加
が
電
気
料
金
の
上
昇
に
つ

な
が
る
懸
念
が
各
国
で
指
摘
さ
れ
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

再
エ
ネ
導
入
量
の
増
加
に
伴
う
問
題
を
回
避
す
る
政
策
も
、
欧

州
で
は
検
討
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
再
エ
ネ
か
ら
の
発
電

量
の
出
力
制
御
を
避
け
る
た
め
蓄
電
池
を
導
入
す
る
、
あ
る
い
は

電
気
自
動
車
を
蓄
電
池
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
余
剰
電
力

を
電
力
需
要
が
高
ま
っ
た
時
に
利
用
す
る
方
法
で
す
。
そ
の
た
め

蓄
電
池
、
電
気
自
動
車
製
造
、
販
売
へ
の
新
た
な
補
助
金
制
度
の

導
入
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

日
本
経
済
も
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
欧
州
主
要
国
と
の

比
較
で
は
、
都
市
封
鎖
が
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
日
本
の
影
響
は
相

対
的
に
は
軽
微
で
し
た
が
、
宿
泊
、
飲
食
業
を
中
心
に
都
市
部
、

外
国
人
観
光
客
が
多
か
っ
た
地
域
を
中
心
に
商
店
、
企
業
の
存
続

に
関
わ
る
ほ
ど
の
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。
世
界
各
国
で
、
徐
々
に

都
市
封
鎖
、
自
粛
が
解
除
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
後

の
経
済
復
活
の
道
筋
を
日
本
、
東
北
地
方
は
ど
の
よ
う
に
描
け
る

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
ま

ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
電
力
産
業
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
か
ら
み
て

み
ま
し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
多
く
の
国
、
地
域
で

外
出
制
限
が
実
行
さ
れ
た
た
め
、
交
通
機
関
の
利
用
は
激
減
し
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
、
食
品
製
造
・
販
売
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
電
力
、

金
融
な
ど
社
会
に
必
要
不
可
欠
な
人
た
ち
の
移
動
は
必
要
で
あ
り
、

地
下
鉄
、
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
は
運
行
さ
れ
ま
し
た
が
、

長
距
離
移
動
に
利
用
さ
れ
る
航
空
機
の
利
用
は
激
減
し
ま
し
た
。

世
界
の
中
で
最
初
に
大
き
な
落
ち
込
み
を
見
せ
た
の
は
、
感
染
が

早
期
に
拡
大
し
た
中
国
と
香
港
で
し
た
。
２
月
フ
ラ
イ
ト
数
が
、

前
年
比
そ
れ
ぞ
れ
55
・
１
％
減
、
46
・
５
％
減
と
な
り
ま
し
た
が
、

他
の
国
は
大
き
な
落
ち
込
み
を
み
せ
ず
、
米
国
、
イ
ン
ド
な
ど
で

は
前
年
比
プ
ラ
ス
を
記
録
し
て
い
ま
し
た
。
世
界
全
体
で
は
前
年

比
８
・
６
％
減
で
し
た
。

フ
ラ
イ
ト
数
の
落
ち
込
み
は
、
３
月
全
世
界
で
14
・
８
％
減
、

４
月
64
・
５
％
減
と
拡
大
し
ま
す
。
６
月
15
日
の
週
で
も
、
62
・
８
％

壊
滅
し
た
欧
米
の
航
空
路
と
石
油
需
要

壊
滅
し
た
欧
米
の
航
空
路
と
石
油
需
要



【図１】【図２】
世界と主要国の航空便減便
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減
に
な
っ
て
い
ま
す
。
国
別
で
は
、
中
国
17
・
９
％
減
、
米
国

66
・
６
％
減
、
英
国
87
・
５
％
減
、
ド
イ
ツ
84
・
９
％
減
、
イ
タ
リ

ア
86
・
４
％
減
と
欧
州
を
中
心
に
大
き
な
減
便
が
続
い
て
い
ま
す
。

日
本
の
減
便
率
は
42
・
６
％
減
で
す
。
都
市
封
鎖
が
相
次
い
だ
欧
米

諸
国
と
の
比
較
で
は
小
さ
い
数
字
に
な
っ
て
い
ま
す【
図
１
】。

フ
ラ
イ
ト
の
減
便
は
燃
料
需
要
に
現
れ
て
お
り
、
米
国
で
は
航

空
機
用
の
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
の
需
要
が
前
年
比
４
分
の
１
ま
で
落

ち
込
み
ま
し
た
。
無
料
の
州
間
高
速
道
路
が
発
達
し
、
数
百
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
移
動
で
あ
れ
ば
航
空
機
で
は
な
く
車
を
利
用
す

る
人
が
多
い
米
国
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
、
軽
油
も
大
き
な
需
要
の

減
少
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
州
で
外
出
が
禁
止
さ
れ
た

４
月
、
ガ
ソ
リ
ン
需
要
は
前
年
の
約
６
割
ま
で
落
ち
込
み
ま
し

た
。【
図
２
】が
米
国
の
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
と
ガ
ソ
リ
ン
供
給
量
の
推

移
を
示
し
て
い
ま
す
。

１
９
７
３
年
秋
に
発
生
し
た
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
ま
で
石

油
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
主
体
で
し
た
。
多
く
の
国
が
発
電
も
石

油
に
依
存
し
て
い
ま
し
た
。
生
産
地
域
が
偏
っ
て
い
る
こ
と
と
供

給
国
が
O
P
E
C（
石
油
輸
出
国
機
構
）を
通
し
石
油
の
価
格
を
操

れ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
消
費
国
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
多
様
化

を
進
め
ま
す
。
石
油
に
４
分
の
３
以
上
を
依
存
し
て
い
た
日
本
も

原
子
力
、
石
炭
、
天
然
ガ
ス
の
活
用
を
進
め
ま
す
が
、
今
で
も
石

油
は
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
約
４
割
を
占
め
ま
す
。
自
動
車

を
中
心
と
し
た
輸
送
用
の
需
要
量
が
大
き
い
た
め
で
す
。

世
界
の
石
油
需
要
量
の
４
割
は
自
動
車
用
で
す
。
航
空
機
、
鉄

道
用
を
合
わ
せ
る
と
石
油
需
要
の
半
分
以
上
は
交
通
部
門
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
交
通
部
門
で
の
大
き
な
石
油
需
要
の
減
少
は
価

格
に
も
影
響
を
与
え
、
４
月
20
日
米
国
市
場
で
原
油
の
５
月
渡
し

先
物
価
格
が
史
上
初
め
て
マ
イ
ナ
ス
に
な
り
ま
し
た
。
１
バ
レ
ル

（
１
５
９
リ
ッ
ト
ル
）当
た
り
37
・
63
ド
ル（
約
４
０
０
０
円
）の
マ

イ
ナ
ス
価
格
が
付
い
た
の
で
す
。
原
油
を
引
き
取
れ
ば
お
金
が
も

ら
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
大
型
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
１

台
分（
20
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
）引
き
取
れ
ば
、
約
50
万
円
が
付
い
て
き

ま
す
。
石
油
の
需
要
が
減
少
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
産
は
直

ぐ
に
は
落
ち
込
ま
な
か
っ
た
た
め
貯
油
場
所
の
空
き
が
な
く
な
っ

た
の
で
す
。
貯
油
場
所
を
確
保
す
る
た
め
の
お
金
を
付
け
な
い
と

原
油
を
販
売
で
き
な
い
状
態
に
初
め
て
な
り
ま
し
た
。

米
国
で
は
、
２
０
０
８
年
頃
か
ら
、
頁
岩
層（
シ
ェ
ー
ル
）に

含
ま
れ
る
天
然
ガ
ス
・
原
油
を
取
り
出
す
方
法
が
商
業
化
し
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
は
固
い
岩
盤
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る

天
然
ガ
ス
・
原
油
を
商
業
的
に
取
り
出
す
方
法
が
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
試し

錐す
い（
ド
リ
リ
ン
グ
）を
シ
ェ
ー
ル
層
の
中
で
横
向
き

に
行
い
、
そ
こ
に
化
学
薬
品
な
ど
を
流
し
込
み
圧
力
を
か
け
る

こ
と
に
よ
り
岩
盤
に
割
れ
目
を
作
り
取
り
出
す
フ
ラ
ッ
キ
ン
グ

（
爆
砕
）法
が
確
立
し
た
の
で
す
。
米
国
内
は
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が

縦
横
無
尽
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ど
こ
で
採
掘
し
て

も
輸
送
可
能
な
こ
と
も
生
産
開
始
が
容
易
だ
っ
た
理
由
の
一
つ

で
す
。
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
に
よ
り
米
国
は
天
然
ガ
ス
輸
出
国
に
な

り
ま
し
た
。
原
油
に
つ
い
て
は
需
要
量
の
３
分
の
２
の
生
産
に

留
ま
り
依
然
輸
入
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の
量
は
減
少
し
、

天
然
ガ
ス
、
石
炭
と
合
わ
せ
た
化
石
燃
料
の
自
給
率
は
、
ほ
ぼ

１
０
０
％
に
な
り
ま
し
た
。

原
油
の
マ
イ
ナ
ス
価
格
の
衝
撃
は
大
き
く
、
O
P
E
C
プ
ラ
ス

と
呼
ば
れ
る
石
油
輸
出
国
機
構
加
盟
国
と
ロ
シ
ア
な
ど
の
会
合

で
減
産
が
合
意
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
米
国
で
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
・

オ
イ
ル
の
採
掘
に
従
事
し
て
い
た
企
業
の
中
か
ら
倒
産
、
撤
退



【図５】
世界の石油需要実績と今後の予測（コロナ禍前の予測）
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【図４】
世界の石油消費の実績と予測
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【図３】
米国の原油生産量推移
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も
出
て
き
た
こ
と
か
ら
、
原
油
生
産
量
が
減
少
し
ま
し
た【
図
３
】。

ま
た
需
要
面
で
は
、
航
空
機
、
自
動
車
燃
料
の
需
要
が
回
復
す
る

に
つ
れ
需
給
環
境
は
改
善
し
、
６
月
下
旬
時
点
で
原
油
価
格
は
１

バ
レ
ル
当
た
り
40
ド
ル
近
く
ま
で
回
復
し
て
い
ま
す
。

石
油
の
需
要
回
復
に
は
時
間
が
掛
か
る
と
の
予
想
が
多
く
、
例

え
ば
米
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
は【
図
４
】の
通
り
、
来
年
末
の
時
点
で
も

原
油
需
要
は
以
前
の
レ
ベ
ル
に
は
戻
ら
な
い
と
予
測
し
て
い
ま

す
。
O
P
E
C
は
、
途
上
国
に
お
け
る
石
油
の
需
要
量
が
自
動
車

用
を
中
心
に
今
後
も
着
実
に
増
加
し
、
世
界
の
石
油
需
要
も
増
加

を
続
け
る
と
コ
ロ
ナ
禍
前
に
は
予
測
し
て
い
ま
し
た【
図
５
】。
し

か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
は
石
油
需
要
構
造
を
変
え
、
石
油
の
需
要
と
生

産
は
、
既
に
ピ
ー
ク
を
打
っ
た
、
あ
る
い
は
２
０
２
０
年
代
に

ピ
ー
ク
に
達
す
る
と
の
見
方
も
出
て
き
ま
し
た
。
こ
の
予
測
に
基

づ
き
欧
州
系
の
石
油
会
社
シ
ェ
ル
、
Ｂ
Ｐ
な
ど
は
風
力
発
電
、
太

陽
光
発
電
事
業
へ
の
投
資
を
増
や
し
、
将
来
の
事
業
リ
ス
ク
を
低

減
す
る
姿
勢
を
見
せ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
再
エ
ネ
へ
の
シ
フ
ト
は
石
油
企
業
に
別
の
リ
ス
ク

を
も
た
ら
す
可
能
性
も
出
て
き
ま
し
た
。
今
ま
で
、
再
エ
ネ
か
ら

の
発
電
は
多
く
の
国
で
補
助
制
度
に
よ
り
支
え
ら
れ
、
収
益
も
保

証
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
が
再
エ
ネ
に
よ
る
発

電
の
問
題
点
と
リ
ス
ク
を
暴
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
欧
州
委
員

会
、
欧
州
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
は
再
エ
ネ
推
進
に
熱
心
で
す
が
、

必
ず
し
も
成
長
と
収
益
が
再
エ
ネ
に
は
保
証
さ
れ
て
い
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。



【図７】
英国の電源別発電量

注：2019 年の発電実績 出典： 英国電力ガス市場規制庁
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今
ま
で
世
界
経
済
は
何
度
か
低
迷
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

20
世
紀
初
め
か
ら
の
世
界
の
大
き
な
出
来
事
の
経
済
へ
の
影
響
は

【
図
６
】に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
の
30
年
を
見
て
も
、
湾
岸
危

機
、
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
、
９
・
11
同
時
多
発
テ
ロ
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
日
本
で
は
東
日
本
大
震

災
が
あ
り
ま
し
た
。
経
済
が
低
迷
す
る
局
面
で
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
電
力
需
要
も
影
響
を
受
け
ま
す
が
、
生
産
活
動
、
消
費
活

動
が
止
ま
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
へ
の
影
響

は
相
対
的
に
は
大
き
く
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
は
、
外
出
禁
止
、
自
粛
を
招
き
、
経
済

活
動
に
今
ま
で
と
は
異
な
る
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
結
果
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
電
力
の
需
要
減
を
招
き
ま
し
た
。
電
力
需
要
は
、
都
市

封
鎖
を
行
っ
た
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
４
月
に
毎
週
12
％
か
ら

14
％
減
少
し
ま
し
た
。
欧
州
で
は
３
月
初
旬
に
最
も
早
く
都
市
封

鎖
に
踏
み
切
っ
た
イ
タ
リ
ア
が
大
き
な
影
響
を
受
け
最
大
時
30
％

減
少
、
フ
ラ
ン
ス
で
も
20
％
を
超
え
、
当
初
は
影
響
が
相
対
的
に

小
さ
か
っ
た
ド
イ
ツ
で
も
最
大
時
20
％
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
電

力
需
要
パ
タ
ー
ン
に
も
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
在
宅
勤
務
の
従
業

員
が
増
え
た
た
め
、
通
常
の
朝
よ
り
も
需
要
の
立
ち
上
が
り
が
遅

く
な
る
傾
向
が
多
く
の
地
域
で
生
じ
ま
し
た
。
商
業
用
、
産
業
用

の
需
要
は
落
ち
込
ん
だ
も
の
の
、
住
宅
用
の
需
要
が
増
加
し
た
た

め
の
現
象
で
す
。
通
勤
が
必
要
な
く
な
っ
た
た
め
、
多
く
の
人
が

朝
ゆ
っ
く
り
起
き
だ
し
始
め
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

英
国
で
は
住
宅
用
の
需
要
は
増
加
し
ま
し
た
が
、
商
業
、
産
業

用
需
要
減
少
は
大
き
く
、
３
月
23
日
の
都
市
封
鎖
宣
言
前
の
週
の

電
力
需
要
と
宣
言
後
を
比
較
す
る
と
、
３
月
23
日
の
週
は
13
％
、

３
月
30
日
の
週
は
14
％
、
４
月
６
日
の
週
は
24
％
、
電
力
需
要
は

減
少
し
ま
し
た
。
３
月
13
日（
金
）と
４
月
10
日（
金
）の
時
間
帯
ご

と
の
需
要
を
比
較
す
る
と
、
朝（
６
時
か
ら
11
時
）13
％
減
、
昼

（
11
時
か
ら
17
時
）17
％
減
、
夜（
17
時
か
ら
21
時
）８
％
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。
他
の
日
で
も
昼
間
の
需
要
減
少
比
率
が
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。
商
業
施
設
、
工
場
な
ど
の
停
止
の
影
響
が
大
き
か
っ

た
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。
４
月
11
日
土
曜
日
の
最
大
電
力
需
要
は

過
去
最
低
の
２
４
３
６
万
kW
を
記
録
し
ま
し
た
。

電
力
需
要
の
大
き
な
減
少
に
よ
り
、
電
気
の
卸
売
り
価
格
は
マ

イ
ナ
ス
に
な
る
時
間
が
増
え
ま
し
た
。
な
ぜ
、
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
か

と
言
え
ば
、
再
エ
ネ
発
電
設
備
の
多
く
は
制
度
に
よ
り
料
金
が
保

証
さ
れ
て
い
る
た
め
、
マ
イ
ナ
ス
で
販
売
し
て
も
収
入
が
あ
る
た
め

で
す
。
例
え
ば
、
英
国
の
風
力
発
電
設
備
は
操
業
を
開
始
し
た
時

期
に
よ
り
受
け
取
れ
る
額
が
異
な
り
ま
す
が
、
多
く
の
設
備
は

1
MWh
当
た
り
５
ポ
ン
ド（
１
kWh
当
た
り
６
・
５
円
）を
受
け
取
れ
ま

す
。
変
動
費
は
必
要
な
い
の
で
、
５
ポ
ン
ド
ま
で
の
マ
イ
ナ
ス
価
格

で
あ
れ
ば
、
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
火
力
発
電
設
備
も

原
子
力
発
電
設
備
も
い
っ
た
ん
止
め
る
と
、
再
稼
働
に
大
き
な
費

用
が
必
要
な
た
め
、
停
止
す
る
よ
り
も
マ
イ
ナ
ス
で
の
電
気
料
金

を
引
き
受
け
る
ほ
う
が
収
益
面
の
影
響
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

電
力
需
要
の
大
き
な
減
少
に
よ
り
、
全
英
の
送
電
管
理
者

（
E
S
O
）は
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
に
苦
慮
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
英
国
で
は
昨
年
電
力
供
給
量
の
約
23
％
が
風
力
と
太
陽
光
発
電

か
ら
供
給
さ
れ
ま
し
た【
図
７
】。
洋
上
風
力
発
電
だ
け
で
全
供
給
量

の
10
％
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
全
国
規
模
の
需
給
調
整
制
度
に
参
加

し
て
い
な
い
小
規
模
な
風
力
、
太
陽
光
な
ど
の
電
源
か
ら
の
発
電
に

よ
り
供
給
過
剰
状
態
が
生
じ
停
電
す
る
可
能
性
が
高
く
な
る
か
ら
で

す
。
電
力
は
供
給
不
足
で
も
供
給
過
剰
で
も
停
電
し
ま
す
。

５
月
８
日
の
休
日
に
供
給
過
剰
状
態
が
発
生
す
る
こ
と
を
懸
念
し

た
E
S
O
は
、
各
地
域
の
送
電
管
理
者
に
需
給
調
整
制
度
に
参
加

し
て
い
な
い
発
電
事
業
者
の
切
り
離
し
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き

る「
最
終
的
手
段
」導
入
の
管
理
規
則
の
変
更
を
政
府
に
申
請
し
認

電
力
需
要
減
少
が
暴
い
た
再
エ
ネ
の
リ
ス
ク

電
力
需
要
減
少
が
暴
い
た
再
エ
ネ
の
リ
ス
ク
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め
ら
れ
ま
し
た
。
切
り
離
さ
れ
た
発
電
事
業
者
、
主
と
し
て
風
力
、

太
陽
光
に
は
補
填
を
行
わ
な
い
制
度
で
す
。

再
エ
ネ
事
業
者
か
ら
の
反
発
も
予
想
し
た
E
S
O
は
、
同
時
に

１
０
０
０
kW
以
上
の
再
エ
ネ
事
業
者
を
対
象
に
、
前
日
の
指
示
に

基
づ
き
発
電
を
停
止
し
た
場
合
に
は
補
填
を
行
う
制
度
を
新
設

し
、
自
発
的
な
参
加
を
呼
び
か
け
ま
す
。
こ
の
制
度
に
は
、

１
５
０
万
kW
の
風
力
、
70
万
kW
の
太
陽
光
を
含
め
合
計
２
４
０
万

kW
の
設
備
を
持
つ
１
７
０
の
事
業
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
が
引
き
起
こ
し
た
需
要
低
迷
に
よ
り
、
発
電
量
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
難
し
い
再
エ
ネ
の
リ
ス
ク
が
浮
上
し
て
き
ま
し
た
。

E
S
O
は
需
要
低
迷
に
伴
い
送
電
管
理
が
複
雑
に
な
る
た
め
、
再

エ
ネ
事
業
者
へ
の
支
払
い
を
含
め
送
電
管
理
費
用
が
コ
ロ
ナ
禍
前
の

予
想
14
億
７
８
０
０
万
ポ
ン
ド（
１
９
０
０
億
円
）か
ら
５
億
ポ
ン

ド（
約
６
５
０
億
円
）増
加
し
、
約
20
億
ポ
ン
ド
に
な
る
見
込
み
と

発
表
し
て
い
ま
す
。
電
気
料
金
が
上
昇
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

再
エ
ネ
が
電
気
料
金
の
上
昇
を
引
き
起
こ
し
そ
う
な
の
は
、
ド
イ

ツ
も
同
様
で
す
。
ド
イ
ツ
お
よ
び
そ
の
周
辺
国
で
も
都
市
封
鎖
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
は
再
エ
ネ
な
ど
か
ら
の
余
剰
電
力
を
周
辺
国

に
輸
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
周
辺
国
で
も
大
き
な
需
要
の
落
ち
込
み

が
あ
り
、
都
市
封
鎖
後
の
４
月
の
電
力
輸
出
量
は
ゼ
ロ
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
４
月
ド
イ
ツ
の
発
電
量
は
前
年
比
で

18
％
減
少
し
ま
す
。
全
体
の
発
電
量
は
減
少
し
て
も
、
天
候
次
第

で
需
要
に
合
わ
せ
調
整
で
き
な
い
再
エ
ネ
の
発
電
量
は
減
少
し
ま

せ
ん
。【
図
８
】の
通
り
再
エ
ネ
か
ら
の
発
電
量
は
全
体
の
50
％
を
超

え
ま
し
た
。

電
力
需
要
量
が
減
少
し
た
た
め
、
停
止
に
コ
ス
ト
が
掛
か
る
原
子

力
、
火
力
発
電
所
と
再
エ
ネ
か
ら
の
供
給
が
過
剰
に
な
り
、
卸
価
格

が
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
時
間
が
増
え
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
は
２
０
０
０
年

に
導
入
し
た
固
定
価
格
買
取
制
度（
F
I
T
）の
負
担
額
が
大
き
く

な
っ
た
の
で
、
２
０
１
４
年
に
制
度
を
変
更
し
事
業
用
の
設
備
に
は

入
札
あ
る
い
は
卸
市
場
で
の
売
却
価
格
に
加
算
す
る
制
度
を
導
入
し

ま
し
た
が
、
制
度
変
更
以
前
に
導
入
さ
れ
た
設
備
は
、
卸
市
場
価
格

が
い
く
ら
で
あ
ろ
う
と
も
F
I
T
制
度
に
よ
り
約
束
さ
れ
た
価
格

で
発
電
し
た
電
気
を
買
い
取
っ
て
も
ら
え
ま
す
。

卸
価
格
と
F
I
T
制
度
の
買
取
額
の
差
は
F
I
T
制
度
に
基
づ

き
電
気
料
金
と
し
て
消
費
者
負
担
に
な
り
ま
す
。
マ
イ
ナ
ス
価
格

に
な
る
時
間
帯
が
増
え
た
た
め
、
消
費
者
負
担
も
増
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
既
に
、
ド
イ
ツ
の
家
庭
用
電
気
料
金
は
風
力
発
電

比
率
が
高
い
デ
ン
マ
ー
ク
に
次
ぐ
世
界
２
位
で
す
が
、
さ
ら
に
上

昇
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
研
究
機
関
は
今
年
の
F
I
T
制
度
に

基
づ
く
消
費
者
の
負
担
額
１
kWh
当
た
り
６
・
７
５
６
ユ
ー
ロ
セ
ン
ト

（
８
・
１
円
）は
来
年
８
・
2 5
セ
ン
ト
に
上
昇
す
る
と
予
測
し
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
収
入
が
減
少
す
る
消
費
者
に
と
っ
て
は
泣

き
っ
面
に
ハ
チ
で
す
。
こ
の
た
め
、
ド
イ
ツ
政
府
は
、
負
担
金
に
上

限
額
を
設
定
し
、
超
え
た
金
額
を
政
府
が
負
担
す
る
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。
２
０
２
１
年
６
・
５
セ
ン
ト
、
２
０
２
２
年
６
セ
ン
ト
が

負
担
上
限
額
に
な
り
ま
す
。

米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
、
太
陽
光
発
電
設
備
導
入
量
全
米
１

位
、
風
力
発
電
設
備
第
５
位
の
再
エ
ネ
州
で
す
。
今
ま
で
も
、
再

エ
ネ
か
ら
の
発
電
量
が
過
剰
に
な
っ
た
時
に
は
、
隣
の
ア
リ
ゾ
ナ

州
な
ど
に
輸
出
し
て
い
ま
し
た
。
隣
の
州
に
需
要
が
な
い
時
に

は
、
お
金
を
付
け
て
輸
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
、
デ

ン
マ
ー
ク
な
ど
で
も
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
た
だ
、
輸
出
も

で
き
な
い
時
に
は
、
出
力
制
御
を
行
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
電
力

需
要
量
が
落
ち
込
ん
だ
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
４
月
の
制
御
量
は

３
億
１
８
０
０
万
kWh
、
史
上
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。
家
庭
の
需

要
に
す
れ
ば
１
０
０
万
世
帯
の
消
費
量
で
す【
図
９
】。

需
要
に
合
わ
せ
発
電
で
き
な
い
再
エ
ネ
の
リ
ス
ク
を
低
減
す
る
方

法
は
、
供
給
が
過
剰
に
な
る
時
に
電
気
を
貯
め
て
お
き
、
需
要
が
あ

る
時
に
供
給
す
る
こ
と
で
す
。
電
気
を
貯
め
る
設
備
は
揚
水
発
電
設

備
、
蓄
電
池
、
あ
る
い
は
水
素
に
す
る
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
揚
水
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［単位：1,000台］
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294.0

214.8

328.6

259.2

1450.0
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発
電
設
備
は
先
進
国
で
は
開
発
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
ま
り

適
地
が
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
水
素
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
商
業
化
に
は

時
間
が
掛
か
り
ま
す
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
導
入
が
行
わ
れ
て
い

る
の
は
系
統
の
中
に
設
置
す
る
蓄
電
池
で
す
。
ま
た
、
英
国
で
は
電

気
自
動
車
を
蓄
電
設
備
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

６
月
上
旬
、
英
国
の
電
力
・
ガ
ス
市
場
規
制
庁
に
対
し
、
英
国

で
も
電
力
事
業
を
行
っ
て
い
る
欧
州
大
手
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
エ
ー

オ
ン
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ガ
ス
も
傘
下
に
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業

セ
ン
ト
リ
カ
、
家
庭
用
蓄
電
池
設
置
な
ど
を
行
っ
て
い
る
モ
イ
ク

サ
社
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
企
業
の
グ
ル
ー
プ
が
、
コ
ロ
ナ
禍

中
の
電
力
需
給
調
整
に
関
す
る
書
状
を
提
出
し
ま
し
た
。
内
容

は
、
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
を
活
用
し
30
分
間
隔
で
電
力
使
用
量
を
計

測
可
能
な
シ
ス
テ
ム
導
入
を
行
え
ば
、
家
庭
な
ど
も
需
給
調
整
に

参
加
可
能
に
な
り
再
エ
ネ
の
出
力
制
御
費
用
な
ど
を
節
約
で
き
る

と
訴
え
る
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
電
気
自
動
車（
Ｅ
Ｖ
）と
合
わ
せ
Ｅ
Ｖ
と
グ
リ
ッ
ド
を
接

続
で
き
る
設
備
を
導
入
す
れ
ば
、
蓄
電
池
と
し
て
活
用
で
き
る
た

め
、
再
エ
ネ
の
有
効
活
用
に
つ
な
が
る
と
も
指
摘
し
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
需
要
落
ち
込
み
に
対
し
、
仮
に
６
０
０
万

台
の
Ｅ
Ｖ
が
グ
リ
ッ
ド
で
活
用
で
き
れ
ば
、
需
給
調
整
費
用
を

１
億
３
３
０
０
万
ポ
ン
ド（
約
１
８
０
億
円
）節
約
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
述
べ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
２
０
１
９
年
末
現
在
で
英
国
に

導
入
さ
れ
て
い
る
Ｅ
Ｖ
と
プ
ラ
グ
イ
ン
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
は
合
わ

せ
て
約
26
万
台
で
す
の
で
、
現
実
問
題
と
し
て
は
対
応
は
困
難
で

す【
表
1
】。

コ
ロ
ナ
禍
で
欧
州
の
自
動
車
産
業
は
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し

た
。
多
く
の
国
で
都
市
封
鎖
が
行
わ
れ
た
４
月
に
は
、
イ
タ
リ
ア

の
乗
用
車
販
売
台
数
は
前
年
同
期
比
97
・
６
％
減
と
壊
滅
状
態
に

な
り
ま
す
。
ス
ペ
イ
ン
96
・
５
％
減
、
フ
ラ
ン
ス
88
・
８
％
減
、

英
国
97
・
３
％
減
と
欧
州
主
要
国
は
同
じ
よ
う
な
壊
滅
状
態
で

す
。
ド
イ
ツ
で
は
販
売
は
61
・
１
％
減
で
す
が
、
生
産
は
97
％
減

と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
５
月
に
は
多
少
の
改
善
が
見
ら
れ
ま
す

が
、
そ
れ
で
も【
図
10
】の
通
り
、
１
月
か
ら
５
月
の
累
計
で
多
く

の
国
が
前
年
同
期
の
半
分
程
度
し
か
販
売
が
な
い
状
態
で
す
。

自
動
車
産
業
は
、
欧
州
の
G
D
P
の
７
％
を
叩
き
出
し
、
製
造

業
の
11
・
４
％
、
３
５
０
万
人
の
雇
用
を
持
つ
基
幹
産
業
で
す
。
乗

欧
州
主
要
国
は
電
気
自
動
車
支
援
に

欧
州
主
要
国
は
電
気
自
動
車
支
援
に

用
車
か
ら
バ
ス
ま
で
年
間
１
９
２
０
万
台
を
欧
州
27
カ
国
、
３
０
９

工
場
で
生
産
し
、
Ｅ
Ｕ
の
自
動
車
産
業
の
輸
出
黒
字
額
は
８
４
４
億

ユ
ー
ロ（
約
10
兆
円
）に
達
し
て
い
ま
す
。
自
動
車
産
業
は
、
ド
イ
ツ

は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
フ
ラ
ン
ス
、
英
国
な
ど
の
欧
州
主
要
国
に
と
っ

て
も
基
幹
産
業
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
、
景
気
刺
激
策
に

お
い
て
は
多
く
の
政
府
が
自
動
車
産
業
支
援
を
明
確
に
し
て
い
ま
す

が
、
目
立
つ
の
は
Ｅ
Ｖ
へ
の
政
策
支
援
で
す
。
Ｅ
Ｖ
販
売
は【
図
11
】

が
示
す
よ
う
に
順
調
に
成
長
し
て
い

ま
す
。
大
量
導
入
が
実
現
す
れ
ば
、

英
国
企
業
が
考
え
る
よ
う
に
再
エ
ネ

か
ら
の
発
電
量
の
調
整
に
利
用
で
き

る
可
能
性
が
広
が
り
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
・
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
は
、

５
月
下
旬
に
自
動
車
業
界
に
対
す
る

80
億
ユ
ー
ロ（
９
６
０
０
億
円
）の
支

援
策
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
そ
の
中

で
は
Ｅ
Ｖ
購
入
に
対
す
る
補
助
金
増

額
が
織
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
最
大

７
０
０
０
ユ
ー
ロ（
84
万
円
）の
補
助

金
が
受
け
取
れ
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

低
所
得
者
に
対
す
る
買
い
替
え
補
助

制
度
も
新
設
さ
れ
、
Ｅ
Ｖ
へ
の
買
い

替
え
に
は
５
０
０
０
ユ
ー
ロ（
60
万

円
）の
補
助
が
受
け
取
れ
ま
す
。
補

助
金
を
合
わ
せ
る
と
ル
ノ
ー
の
小
型



【表２】
東北6県・新潟県　日本人訪問者消費額

注：2019年の数字 出典： 観光庁

［単位：億円］

23

14

17

6

22

43

32

552

464

771

247

437

618

658

94

117

237

40

86

290

222

471

594

764

298

442

858

891

407

338

657

242

351

462

630

642

494

802

290

478

860

1,107

173

173

281

309

192

254

265

2,363

2,193

3,529

1,433

2,008

3,385

3,806

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

新潟県

団体パック
ツアー料金 その他買物代娯楽等交通費飲食費宿泊費消費額

【表３】
東北6県･新潟県　観光客消費額

注：2019年の数字 出典： 観光庁

［単位：消費額は億円］

7.9

4.3

4.3

3.9

3.2

1.0

2.7

77

42

85

22

35

19

61

41.1

45.1

55.7

39.0

63.8

58.4

58.6

973

988

1,967

559

1,080

1,978

2,230

2,363

2,193

3,529

1,433

2,008

3,385

3,806

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

新潟県

②日本人観光客消費額に対する
外国人観光客消費比率 (%)

外国人観光客
消費額

①日本人観光客
消費比率 (%)

日本人観光客
消費額

日本人訪問者
消費額

【図12】
コロナ後の経済の道筋

時間軸

GDP

Z型回復 V型回復
W型回復

U型回復

L型低迷

出典： Brookings 研究所
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Ｅ
Ｖ
で
あ
れ
ば
、
ほ
ぼ
半
額
で
購
入
可
能
に
な
り
ま
す
。

ド
イ
ツ
政
府
も
６
月
上
旬
Ｅ
Ｖ
購
入
に
対
す
る
補
助
金
を

６
０
０
０
ユ
ー
ロ（
72
万
円
）に
倍
増
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
が
、

販
売
減
に
苦
し
む
自
動
車
業
界
か
ら
強
い
要
望
が
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
内
燃
機
関
自
動
車
に
対
す
る
補
助
制
度
新
設
を
行
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
温
暖
化
問
題
を
考
え
る
と
内
燃
機
関
自
動
車
に

代
え
Ｅ
Ｖ
導
入
を
進
め
る
べ
き
と
の
考
え
で
す
。
Ｅ
Ｖ
の
充
電
ス

ポ
ッ
ト
も
２
０
３
０
年
ま
で
に
１
０
０
万
カ
所
設
置
す
る
目
標
を

置
い
て
い
ま
す
。

英
国
政
府
は
、
昨
年
３
月
Ｅ
Ｖ
購
入
に
対
す
る
補
助
制
度
を
導

入
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
喘
ぐ
自
動
車
業
界
か
ら
は
、
付
加
価

値
額
税（
消
費
税
）の
減
額
要
請
と
買
い
替
え
補
助
制
度
新
設
の
要

望
が
あ
り
ま
し
た
が
、
温
暖
化
へ
の
取
り
組
み
に
反
す
る
と
し
て

政
府
は
導
入
を
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
方
、
Ｅ
Ｖ
充
電
設
備
の

技
術
開
発
な
ど
へ
の
補
助
金
支
出
を
決
め
て
い
ま
す
。

欧
州
で
は
、
Ｅ
Ｖ
へ
の
支
援
策
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本

の
自
動
車
産
業
に
も
影
響
が
あ
り
そ
う
で
す
が
、
約
１
０
０
０
の

自
動
車
製
造
関
連
企
業
を
抱
え
る
東
北
地
方
も
Ｅ
Ｖ
導
入
の
流
れ

に
乗
り
成
長
す
る
こ
と
は
可
能
で
し
ょ
う
か
。

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
経
済
回
復
が
ど
の
よ
う
に
進
む
の
か
、
米
国

の
ブ
ル
ッ
キ
ン
グ
ス
研
究
所
が
い
く
つ
か
の
回
復
過
程
を
想
定
し

て
い
ま
す【
図
12
】。
最
も
良
い
ケ
ー
ス
は
Z
型
回
復
、
最
も
悪
い

ケ
ー
ス
は
L
型
低
迷
で
す
が
、
国
、
地
域
に
よ
り
回
復
の
形
態
は

異
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

東
北
地
方
で
の
回
復
の
形
態
は
不
明
で
す
が
、
最
も
大
切
な
こ

と
は
、
雇
用
を
守
る
こ
と
と
収
入
を
守
る
こ
と
で
す
。
中
長
期
的

に
は
自
動
車
製
造
の
よ
う
に
付
加
価
値
額
が
高
い
産
業
を
伸
ば
し

地
域
を
豊
か
に
す
る
戦
略
を
描
く
べ
き
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
は
緊

急
事
態
で
す
。
成
長
を
考
え
る
前
に
、
今
あ
る
雇
用
を
失
わ
な
い

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
回
復
す
る
処
方
箋

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
回
復
す
る
処
方
箋

こ
と
と
、
収
入
を
失
わ
な
い
こ
と
が
最
も
重
要
で
す
。
ま
ず
、
東

北
地
方
の
状
況
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

東
北
地
方
で
働
く
人
は
労
働
力
調
査
に
よ
る
と
２
０
１
８
年
時
点

で
４
５
４
万
人
、
最
も
多
い
の
は
製
造
業
70
万
人
、
次
い
で
、
卸
小

売
業
69
万
人
、
医
療
福
祉
58
万
人
、
建
設
46
万
人
、
農
林
業
32
万

人
、
サ
ー
ビ
ス
業
28
万
人
と
続
き
、
宿
泊
・
飲
食
に
従
事
す
る
人
は

26
万
人
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
外
出
自
粛
の
影
響
は
、
多
く
の

産
業
に
及
ん
で
い
ま
す
が
、
特
に
影
響
を
受
け
た
の
は
、
観
光
を
含

め
訪
問
者
が
激
減
し
た
宿
泊
・
飲
食
業
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
観
光
客

な
ど
訪
問
者
の
消
費
内
容
を
分
析
す
る
と
、
影
響
は
多
く
の
分
野
に

広
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

観
光
庁
の
資
料
に
よ
る
と
、

２
０
１
９
年
東
北
６
県
・
新
潟
県
を

訪
問
し
た
日
本
人
消
費
額
の
合
計

は【
表
２
】の
通
り
で
す
。
宿
泊
費
に

近
い
金
額
を
買
い
物
に
消
費
し
て
い

ま
す
。
観
光
地
近
く
の
小
売
業
は
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
大
き
な
影
響
が
あ
っ

た
と
想
像
で
き
ま
す
。
ま
た
、
県
に

よ
り
訪
問
者
の
う
ち
観
光
で
訪
れ
る

人
の
消
費
比
率
が
異
な
り
ま
す
。

観
光
で
訪
れ
た
日
本
人
と
外
国
人

が
消
費
し
た
額
は【
表
３
】の
通
り
で

す
。
①
の
日
本
人
観
光
客
消
費
比

率
は
、
全
体
の
訪
問
者
に
対
し
日

本
人
観
光
客
が
消
費
し
た
比
率
を
、

ま
た
、
②
の
外
国
人
観
光
客
消
費

比
率
は
、
日
本
人
観
光
客
消
費
額
に

対
す
る
外
国
人
観
光
客
が
消
費
し
た

額
と
の
比
率
を
示
し
て
い
ま
す
。



【図14】

302520151050 ［％］

電気料金の出荷額、人件費に対する比率
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産業別平均給与
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２
０
１
９
年
外
国
人
観
光
客
が
消
費
し
た
金
額
は
４
兆
８
１
３
５
億

円
で
し
た
。
日
本
人
観
光
客
が
国
内
の
宿
泊
旅
行
で
消
費
し
た
額

は
17
兆
１
５
６
０
億
円
で
し
た
の
で
、
外
国
人
観
光
客
は
日
本
人

の
３
割
近
く
を
消
費
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
外
国
人
観
光
客

が
１
０
０
０
億
円
以
上
消
費
し
た
地
域
は
北
海
道
、
千
葉
、
東

京
、
愛
知
、
京
都
、
大
阪
、
福
岡
、
沖
縄
に
限
定
さ
れ
ま
す
。
他

の
地
域
に
と
っ
て
は
外
国
人
観
光
客
が
減
少
す
る
影
響
は
限
ら
れ

て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
大
切
な
の
は
、
日
本
人
観
光
客
を
地
域
に

呼
び
込
む
こ
と
で
す
。

今
、
地
域
の
雇
用
と
収
入
を
守
る
た
め
に
重
要
な
の
は
、
地
域

で
お
金
を
使
う
こ
と
で
す
。
旅
行
に
出
か
け
る
の
は
県
内
せ
い
ぜ

い
隣
県
に
す
れ
ば
、
地
域
に
お
金
が
落
ち
ま
す
。
そ
の
一
方
、
他

地
域
で
は
東
北
旅
行
を
呼
び
か
け
る
の
は
無
論
必
要
で
す
。
た
だ
、

中
長
期
に
は
、
稼
げ
る
成
長
産
業
を
育
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

生
産
性
が
高
く
、
給
与
額
も
高
い
産
業
で
す
。【
図
13
】が
示
す
よ
う

に
金
融
、
製
造
、
建
設
な
ど
が
相
対
的
に
給
与
が
高
い
産
業
な
の

で
、
こ
れ
ら
の
産
業
の
成
長
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

東
北
地
方
で
生
産
性
が
高
い
金
融
業
が
成
長
で
き
れ
ば
良
い
の

で
す
が
、
日
本
の
金
融
業
が
世
界
で
存
在
感
が
高
く
な
い
状
況
で

東
北
地
方
の
産
業
を
育
成
す
る
た
め
に

東
北
地
方
の
産
業
を
育
成
す
る
た
め
に

必
要
な
こ
と

必
要
な
こ
と

は
難
し
そ
う
で
す
。
や
は
り
、
生
産
性
が
高
く
雇
用
も
多
い
製
造

業
の
成
長
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
東
北
地
方
で
は
、
電
子
部

品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
製
造
業
の
全
国
シ
ェ
ア
が
16
％
あ

り
、
情
報
通
信
機
器
が
15
％
あ
り
ま
す
が
、
出
荷
額（
２
０
１
７

年
）を
み
る
と
電
子
、
食
料
品
、
輸
送
用
機
器
、
生
産
用
機
器
、

化
学
、
情
報
通
信
機
器
が
、
そ
れ
ぞ
れ
２
・
47
兆
円
、
２
・
14
兆
円
、

１
・
96
兆
円
、
１
・
25
兆
円
、
１
・
06
兆
円
、
１
・
01
兆
円
で
し
た
。

製
造
業
の
成
長
を
考
え
る
時
に
問
題
に
な
る
の
が
、
電
気
料
金

で
す
。
東
日
本
大
震
災
以
降
、
製
造
業
の
支
払
う
電
気
料
金
は
最

大
時
約
38
％
、
総
額
で
１
・
２
兆
円
上
昇
し
ま
し
た
。
人
件
費
に

す
る
と
約
４
％
に
相
当
す
る
金
額
で
す
。
そ
の
後
化
石
燃
料
価
格

が
下
落
し
た
こ
と
か
ら
産
業
用
電
気
料
金
も
下
が
り
ま
し
た
が
、

依
然
と
し
て
震
災
前
と
の
比
較
で
は
約
３
割
上
昇
し
た
ま
ま
で

す
。
上
昇
の
理
由
の
一
つ
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促

進
の
た
め
の
F
I
T
制
度
の
負
担
金
で
す
。
２
０
２
０
年
度
で
１

kWh
当
た
り
２
・
98
円
、
産
業
用
電
気
料
金
の
17
、
18
％
に
相
当
し

ま
す
。

東
北
地
方
で
出
荷
額
が
大
き
い
産
業
の
電
気
料
金
の
出
荷
額
と

人
件
費
に
対
す
る
比
率
を【
図
14
】に
示
し
て
い
ま
す
。
全
製
造
業

で
は
出
荷
額
に
対
す
る
電
気
料
金
の
比
率
は
１
・
５
％
、
人
件
費

に
対
す
る
比
率
は
14
％
程
度
で
す
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
負

担
金
は
、
人
件
費
２
％
程
度
に
相
当
し
ま
す
。
電
子
・
デ
バ
イ

ス
、
化
学
品
な
ど
電
気
料
金
の
負
担
比
率
が
大
き
い
産
業
で
は
電

気
料
金
が
人
件
費
に
与
え
る
影
響
は
さ
ら
に
多
く
な
り
ま
す
。

電
気
料
金
が
大
き
な
影
響
を
与
え
る
の
は
製
造
業
だ
け
で
は
あ



【図15】
火力と原子力の経済効果
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【表4】
小売業での電気料金

出典： ㈱髙島屋　2020年2月期 決算資料

848,494

215,125

 10,745

 69,841

 23,200

 16,606

売上

売上総利益

光熱費

役員報酬及び給与

経常利益

当期純利益

金額（百万円）項目

　　1920　　ひろば　501 号

山や
ま

本も
と 

隆り
ゅ
う

三ぞ
う

常
葉
大
学 

経
営
学
部 

教
授

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
環
境
経
済
研
究
所　

所
長

香
川
県
生
ま
れ
。
京
都
大
学
卒
、
住
友
商
事
入
社
。
石
炭
部
副
部
長
、
地
球
環
境
部
長
な

ど
を
経
て
、
２
０
０
８
年
、
プ
ー
ル
学
院
大
学
国
際
文
化
学
部
教
授
に
。
２
０
１
０
年
４

月
か
ら
現
職
。
財
務
省
財
務
総
合
政
策
研
究
所「
環
境
問
題
と
経
済
・
財
政
の
対
応
に
関
す

る
研
究
会
」、
産
業
技
術
総
合
研
究
所「
ベ
ン
チ
ャ
ー
評
価
委
員
会
」、
経
済
産
業
省「
産
業

構
造
審
議
会
環
境
部
会 

地
球
環
境
小
委
員
会 

政
策
手
法
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」委
員
な

ど
を
歴
任
、
現
在
、
経
済
産
業
省「
国
際
貢
献
定
量
化
及
び
Ｊ
Ｃ
Ｍ
実
現
可
能
性
調
査
選
定

委
員
会
」、「
国
内
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｉ
Ａ
検
討
委
員
会
」委
員
、
国
立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

産
業
技
術
総
合
開
発
機
構「
民
間
主
導
に
よ
る
低
炭
素
技
術
普
及
促
進
事
業
／
低
炭
素
技

術
に
よ
る
市
場
創
出
促
進
事
業（
実
証
前
調
査
）」審
査
委
員
、
21
世
紀
政
策
研
究
所「
気
候

変
動
問
題
に
関
す
る
研
究
会
」委
員
、
日
本
商
工
会
議
所
及
び
東
京
商
工
会
議
所「
エ
ネ
ル

ギ
ー
環
境
委
員
会
」学
識
委
員
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
環
境
経
済
研
究
所
所
長
な
ど
を
務
め
て

い
る
。

月
刊
誌『
エ
ネ
ル
ギ
ー
レ
ビ
ュ
ー
』、『W

edge/Infinity

』、
旬
刊『
Ｅ
Ｐ
レ
ポ
ー
ト
』、『
フ

ジ
サ
ン
ケ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
』紙
で
の
連
載
、
ま
た
報
道
番
組
、
書
籍
を
通
じ
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
環
境
政
策
に
関
す
る
言
論
活
動
も
活
発
に
行
っ
て
い
る
。
著
書
は『
企
業
の
意
思

決
定
の
た
め
の
や
さ
し
い
数
学
』（
講
談
社
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
新
書
）、『
温
暖
化
対
策
と
経

済
成
長
の
制
度
設
計
』（
共
著
、
頸
草
書
房
）、『
経
済
学
は
温
暖
化
を
解
決
で
き
る
か
』（
平

凡
社
新
書
）、『
夢
で
語
る
な 

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
』（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
社
）、『
脱
原
発
は
可
能

か
』（
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
新
書
）、『
い
ま「
原
発
」「
復
興
」と
ど
う
向
き
合
え
ば
い
い

の
か
』（
共
著
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）、『
激
論
＆
直
言
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
』（
共
著
、
日
経
Ｂ
Ｐ

社
）、

“
E

nvironm
ental P

olicies  in
 A

sian C
ountries”

（
共
著
、W

orld S
cientific

社
）、『
電
力
不
足
が
招
く
成
長
の
限
界
』（
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
）な
ど
。

り
ま
せ
ん
。
小
売
業
も
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
す
。【
表
４
】は
全
国

展
開
し
て
い
る
百
貨
店
の
今
年
２
月
期
の
損
益
計
算
書
で
す
。
売

上
高
に
対
し
光
熱
費
は
１
・
３
％
、
人
件
費
に
対
し
て
は
15
・
４
％

相
当
に
な
り
ま
す
。
光
熱
費
で
す
の
で
全
て
が
電
気
料
金
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
百
貨
店
で
す
の
で
相
当
部
分
は
電
気
料
金
と
思
わ

れ
ま
す
。
製
造
業
と
同
様
に
電
気
料
金
は
人
件
費
に
か
な
り
の
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。
こ
の
企
業
の
正
規
従
業
員
数
は
５
千
名

弱
、
非
正
規
従
業
員
と
合
わ
せ
１
万
人
弱
で
す
。
一
人
当
た
り
光

熱
費
の
負
担
額
は
１
０
０
万
円
を
超
え
て
い
ま
す
。

東
北
地
方
の
産
業
を
成
長
さ
せ
る
に
は
、
競
争
力
の
あ
る
電
気

料
金
が
必
要
で
す
。
電
気
料
金
の
引
き
下
げ
に
つ
な
が
る
原
子
力

発
電
所
の
再
稼
働
は
成
長
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
も
う
一

つ
重
要
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
電
力
産
業
は
、
大

き
な
雇
用
を
作
り
出
す
相
対
的
に
生
産
性
の
高
い
産
業
な
の
で

す
。
東
北
地
方
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
電
力
産
業
が
成
長
す
る
こ
と
が

地
域
の
成
長
に
貢
献
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

風
力
、
太
陽
光
発
電
の
再
エ
ネ
で
地
域
を
豊
か
に
す
る
と
の
主
張

も
あ
り
ま
す
が
、
太
陽
光
、
風
力
発
電
の
最
大
の
問
題
は
雇
用
を
生

ま
な
い
こ
と
で
す
。
建
設
時
に
は
雇
用
が
あ
り
ま
す
が
、
操
業
を
開

始
す
れ
ば
、
雇
用
は
な
く
な
り
ま
す
。
し
か
も
、
F
I
T
に
よ
り
保

証
さ
れ
た
収
益
は
投
資
を
行
っ
た
企
業
に
い
き
ま
す
。
地
元
に
落
ち

る
お
金
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
雇
用
と
競
争
力
の
あ
る
電
気
を

作
り
出
す
の
は
、
原
子
力
と
火
力
発
電
が
中
心
に
な
り
ま
す
。
特

に
、
地
域
経
済
に
原
子
力
発
電
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

【
図
15
】が
示
す
よ
う
に（
原
子
力
発
電
が
全
て
稼
働
し
て
い
た
震

災
前
の
デ
ー
タ
に
な
り
ま
す
）、
原
子
力
と
火
力
で
は
使
用
し
た
費

用
の
う
ち
国
内
に
落
ち
る
お
金
が
異
な
り
ま
す
。
火
力
で
は
費
用

の
大
半
は
燃
料
代
な
の
で
、
海
外
の
資
源
国
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

原
子
力
で
は
大
半
の
費
用
は
維
持
補
修
費
、
減
価
償
却
費
な
の
で

国
内
に
落
ち
る
費
用
に
な
り
ま
す
。

雇
用
と
収
入
を
守
り
、
成
長
す
る
た
め
に
は
何
を
今
す
べ
き
な
の

か
。
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
生
活
も
ビ
ジ
ネ
ス
も
大
き
く
変
わ
る
こ
と

に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
雇
用
と
収
入
と
い
う
地
域
に
と

り
最
も
大
切
な
こ
と
を
考
え
る
よ
い
機
会
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。




